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ある鉱業法

地質相談所
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はじめに

近代法制国家であれば例外たく“鉱業法"を持って

いるはずである.もちろん日本は持っている.

ところが中華人民共和国は建国以来国家全体に適

用できる鉱業法を定めていたかった.鉱業法に代って

その機能を果たしていたのは主に中央政府の指示･通

達や決定でありときにはそれを省･自治区･直轄市や

県の人民政府(日本で言えば自治体の首長以下三役と部長で

構成された機関に相当､ただし各人民代表大会で選出)お

よびそれぞれの人民代表大会(日本の各自治体の議会に相

当)での決定あるいは決議･通達･指示たどで補強して

いたのである.

このようた全国的た法の裏付けの無い政治の進め方

は中央政府の方針や政策の実行に当って混乱を生じ易

い･中国ではとくにそうではなかったかと思う.

第1図雲南省個旧鉱山の錫砕鉱の露天水力採鉱.ここ

では1983年以降にもトラブルらしいトラブルは起こらな

かった.この鉱山の歴史は2,000年以上も音に遡る.鉱

床が分布する面積は1,700kn2錫の埋蔵量は中国全体の

50%を越え年間精鉱生産量は全国総生産量の70%以上.

(中国画報1986年10月号)

ここに中国が全国的な法律制度の確立を急ぎ始めた一

つの理由があるように見える･そして今回の中華人

民共和国鉱産資源法の登場を迎えたのも基本的にはそ

のためであろう.

中華人民共和国鉱産資源法宣伝提綱の中で中国自身

は中華人民共和国鉱産資源法の成立の意義を次のように

述べている.

r1986年3月19日第6期全国人民代表大会常任委員

会第15回会議は“中華人民共和国鉱産資源法"を審議

し通過させた.これによって国家の鉱産資源の探

査･開発と管理の重要た方針および政策に関することが

法律の形式で確定された･このことは中国の地質事

業採鉱事業にとって画期的た事柄であり中国の法律

制度の中で打ち立てられた一つの新たた成果である.

“中華人民共和国鉱産資源法"は1986年10月1目に

正式に施行されることが定まった･真の理解のもとに

一貫して“鉱産資源法"を徹底することは地質事業を

強化し鉱産資源の合理的た開発と利用そして保護を

促進かつ保証しそれによって社会主義的近代化に必要

な当面および将来の需要を確保し中国共産党の総目標

と諸課題の確実な実現を保証する上で重要た意義を有す

るものである.

地質相談所が中華人民共和国鉱産資源法の公布を知っ

たのは海外地質調査協力室の倉沢一室長と燃料部の星

野一男部長から1986年3月20日のr人民日報｣に掲載

された同法の完訳の必要性を指摘されてのことである.

そしてこの中華人民共和国鉱産資源法について本誌に

記事を寄せたのはお二人の勧めに励まされた結果であ

る.本誌の性格からすると法律の取扱いや説明は馴

染み難い雰囲気を感じるが約束したからには頑張らな

くてはたらたいと踏ん張ってみた･お役に立てば

喜びこの上だい次第である.

中国鉱産資源法制定の背景

この法律の制定には中国が近代法制国家への脱皮を

目指Lた一環であると説明するだけでは済まされたい

重大た背景がある･その背景は却この法律制定の目

的でもあろう.

上述の中国自身の鉱産資源法の制定についての意義
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づけを裏返しにすれぱたとえぼr探査･開発と管理｣

が鉱産資源法制定直前の時代にはうまく進またくたって

いた或いは混乱し始めていたと読みとることもでき

る.先すは事実を追ってみよう.

先に引用した中華人民共和国鉱産資源法宣伝提綱によ

れば

r“鉱産資源法"の制定は鉱産資源の探査と開発自体

が求めていることである･鉱産資源は社会主義的近

代化建設の重要た物質的基礎であり国の財産･貴重品

である.鉱産資源の豊かさとその開発利用の度合は一

つの国の経済的実力を表す｡30数年来大規模た調査

と探査を経て中国が鉱量を把握した鉱産物は137種に

達しその中の25種の探査鉱量は世界のトップクラスで

ある.しかしたがら中国の鉱産資源は低品位鉱が多

く高品位鉱が少なく共生あるいは随伴鉱産物が多く

選鉱と治金が難しく分布が片寄りすぎているなどの不

利た条件を備えている1同時に理解しておかねぼた

らたいことは地球上の鉱産資源が有限でその圧倒的

大部分が採掘後には再生不可能だと言うことである｡

中国は全体的には鉱産資源が比較的豊富と言えるが

一人当たりの平均の鉱産資源埋蔵量は世界の平均レベ

ルからすると一般に低い･したがって鉱産資源自

第2図祁連山脈北麓の測候所と祁連山脈.この山脈はい

ちじるしく鉱物資源に富んでいる.だが立地条件があ

まりにも厳しく鉱山はまだ少ない.

(中国画報1965年10月号)

1987年7月号

体の特徴と中国での実際の状況から見ると鉱産資源を

無駄に消費昔ず合理的た開発･利用および保護を強め

鉱産資源が最大の社会的経済効果を発簿するようにLた

くてはならない.

しかし数十年来一面ではすでに探査･把握された

鉱産資源がまだ十分に開発利用されるまでに至っておら

ずまた一面では法制が不完全たため政策の実施と

管理が改革と生産の発展を望む要求に応えきれておらず

鉱産資源の探査では採掘の途中にある場合さらにい

くつかの問題をはらんでいる.たとえば探査に当っ

ては統一された規格と管理に欠けるところがあり各部

門間で多くの同じレベノレの重複が見られ幾つかの機関

は総合探査合理的採掘総合利用をあまり重視せず

一般的に採掘･選鉱･冶金の実収率が低く資源の損失

や浪費が生じているたどである.幾つかの地方では

大衆に採鉱が許されて以降指導と管理が非常にまずく

乱掘がかたりひどく鉱産資源がさまざまに破壊され

浪費され保安事故が頻発し環境保護に影響を与えて

いる.国営鉱山企業町村営鉱山企業個人鉱山の間

ではそのため鉱産資源をめく“って普段に矛盾と争い

が起こっている､これらの問題は程度こそさまざま

だが鉱産資源の探査と開発の速度および効率､･収益に

影響を与え国全体とその将来の利益に損害を与え或

る状況の下では採鉱に従事する大衆の利益に重大な損害

を与えている･Lたがって必要に迫られて鉱産資源

法が制定され鉱産資源の合理的な開発･利用と保護が

強化されたのである｣(傍線は筆者).

筆者が追跡･調査した結果に照らしてみるとこの文

章はまことは正直に書かれている｡鉱産資源法は

本当に必要に迫られて制定された法律と言いきれるだろ

う･その実例はまことに痛々しい･

1)探査への統一規格･統一管理の欠如盗掘乱掘

の事例

これは鉱産資源法が公布された後雄行される直前

の事件である.

1986年10月3日河南省鉱産資源管理委員会は人民

武装警察隊黄金第九支隊が小秦嶺山脈の金渠溝において

勝手に探査し発見Lた金鉱床を乱掘しその金(go1d)

をかすめ取ったことを同省全域に知らせ同支隊に鉱区

から出るよう要求した記録が残っている･これは“鉱

産資源法"の公布後河南省鉱産資源管理部門が発した

最初の通達である(この人民武装警察隊とは中国の兵役法の

第4条によると正規の人民解放軍と民兵の中問的位置付けの

軍隊でありその黄金隊とは人民武装警察隊黄金指揮部に属し

軍事のほか金鉱床の探査･開発も任務とする部隊である.し�
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だがって所定の手続きをとれば鉱山の経営が許される)･

さて問題の河南省西部に位置する小秦嶺山脈の金渠

溝鉱区は一般に金鉱床の胚胎ポテンシャルが高く採

掘しやすい･このことは河南省地質鉱産局の地質調

査隊が1984年からこの鉱区で調査を展開し鉱化帯を発

見して明らかになったことで1985年と1986年でのこの

鉱区の探査方針が地質鉱産部によってすでに決定されて

いたし事件当時回部と河南省計画経済委員会はこの

鉱区を開発計画に組入れようとしていた.それだのに

人民武装警察隊黄金第九支隊は河南省内の関係規定を顧

みることたく同鉱区に侵入し重複して探査し資金を

浪費したわけである､事が発覚して河南省の鉱産資

源管理部門は2回にわたり電報をもって問い正しそし

て彼等が関与することに注意を与えた･それから河

南省鉱産資源管理委員会は同支隊が直ちに金渠溝鉱区へ

の探査設備の輸送を停止し同鉱区から撤退するよう要

求し三門峡市と霊宝県の両鉱産資源部門がそれらを監

督し執行の責任を果したとのことである(中国地質報

1986.11の注書堂衰可林の報告から)･

2)部門間の同一レベルでの探査地･探査目的の重複

地質事業の統一規格･統一管理の欠如探査･開発

の優先権争いの事例

この事例は鉱産資源法の公布前の事件であるが解

決したのは公布後とくに施行されてからというもので

ある･その解決が鉱産資源法の第10条第11条第16

条などの精神を貫くことによって得られたところにこの

事件の意義があると言えよう･事件は地質鉱産部門

冶金部門建材部門だとの地質調査紛争で繰返し4回

も起こっている.

そもそもは福建省の地質工作が統一された規格と管

理を欠いていることによって絶えず重複した探査が行

われそLて鉱区が争われ鉱体争奪の紛争にまでなっ

た事件である.日本の関係法律に立って考えると不

思議た事件であるが中国では地質鉱産部門も冶金

部門も建材部門もまたその他の地質調査･鉱床探査

機関をもった行政部門も洩れたく鉱山の経営権を持っ

ており利益をあげ分配することが許されているので

鉱区権をめぐって争う場面が現れ易いのである･

結局は省の鉱産資源管理委員会が成立してから鉱産

資源管理業務が強化され幾つか争っていた地質探査紛

争は実体調査を経て｢歴史を尊重し互いに譲り合

う｣という精神に基づいて解決をみるにいたったのであ

るがそこにたどり着くまでの経過は深刻であったらし

し･.

福建省で最近発生した地質工作上の比較的大きな紛争

4回の中でも長引いた竜岩県東宮下の超大型カオリン

鉱区の場合は1983年に始まり地質鉱産部門の地質大隊

と建材部門の地質大隊が相前後して調査に入りいずれ

も非常に有望た品質の優れた大型カオリン鉱床の存在

を立証したのであるが同鉱区の地質調査･鉱床探査研

究はどちらが担当すべきかさらには鉱区権はどちらの

ものかをめぐって両都門の問に争いが起こった･

福建省の人民政府と経済計画委員会は同鉱区の地質調

査･鉱床探査研究上の紛争を重大視し同省の鉱産資源

管理委員会主任である方平城がその対策に当り関係機

関の専門家を集めて同鉱区における地質調査･鉱床探査

研究の現状を考察し事実関係に基づいて検討し解決

を図った･先すは歴史の事実の尊重を前提にして協議

し最終的には福建省人民政府の裁決によって省の地

質鉱産局が責任機関とたりこのカオリン鉱区の地質調

査･鉱床探査研究(ひいては鉱区権)を同局に一本化する

ことにたった.ここに至ってようやく3年に及んだ

紛争も解決しそれによって地質調査･鉱床探査研究の

速度が早くたってきた.

その他の地質工作…上の紛争もそれぞれ妥当た解決を

みたと報告されている(中国地質報1986.11.3の周利坤

の記事から)｡

日本の国立研究機関の研究業務でも重複は問題にな

っている.しかし重複の性質が中国の場合とは全く

異なる.研究テｰマ･研兜対象は同じでも研究の方

法が違う.だから日本の国立研究機関の場合まず

喧嘩は起こらたい.むしろ総合的た結果と成果を得る

ために協力し合うのが普通である.企業問てたら日

本でもしばしば起こる現象である･だから上記の事

例は中国の国立の地質調査･鉱床探査機関が企業化し

ていることの誰とも言える｡

3)採掘･選鉱実収率の低さ総合利用の軽視管理

の欠如資源の損失の事例

中国地質報(1986.5.30)に王清魔という人が次のよ

うな投書をしている｡

｢私は一工業地域の調査の過程で鉱山の開発と利用の

詳細た調査作業に参加し多くの鉱山の採鉱の過程にお

ける総実収率が低くそれらの鉱山が有用成分を総合的

に利用する能力をもっていないことを発見しました｡

たとえば或る鉛･亜鉛鉱山では総実収率が撞かに

66%歴年の採掘粗鉱量が合計9万tそして損失鉱石

が3万tでした･その鉱系(注:orefomationの意)

は多くの有用成分を共生･随伴し鉱石中に鉛･亜鉛の

ほか金銀カドミウム硫黄だとの有用成分を含ん

でいます.捨てられて未だ回収されていたい3万t
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一･螂轟籔猫萎灘第3図中国初の近代化された露天掘り炭鉱一内

灘滋,､譲､嚢､嚢蒙古白治区の霧林河南炭鉱.1984年9月2日に採

炭を始めた.炭種は褐炭で壊蔵量は129億t.

この炭田では住民との関係が良く環境の保護な

どにも努めている様子である.トラブル発生の報

はない.(中国画報1985年2月号)

の鉱石のため鉛1,078t亜鉛1,128t金42kg銀

20t硫黄3,750tカドミウム9.9tが失われただげで

たく採掘されている鉱石も末だに総合利用が行われて

いませんので損失は非常に大きいと言わざるを得ませ

ん.従って地質鉱産部門は有効た措置をとり鉱産

資源が浪費されている状況を早く改めるべきだと思いま

す｣.

厳しい指摘である･投書者と掲載した中国地質報杜

に敬意を表したい.これも開放政策の現れであろ

うがこのような開放は国を利するに違いない｡

この項に該当する次の事例は中国地質報(1986.8.4)

に載った呉襲という署名の記事から採用したものであ

る.

中国で現在村落集団個人が経営している小鉱山

は一般に鉱量が多くない･しかも統計によるとた

とえぼ全国の村落経営の小型炭鉱における抗弁稼働率は

20%前後にすぎたい･また貴州省の鋸廠鉱区では農

民が1tの高品位アルミナ鉱石を掘出すのに6たいし7

tの鉱量を犠牲にしその採掘実収率はわずか15-20房

である.彼等は高品位鉱を掘って低品位鉱を捨て

掘りやすい鉱石を掘って掘りにくい鉱石を捨ててしま

うので大量の鉱石の損失と破壊が生じているのであ

る､また或る鉱石を採掘して選鉱する場合に一つ

の鉱種だけを考え採掘や選鉱に当って別の鉱種を捨て

時には数種の貴重た資源を捨て総合利用を考えないと

いったこともひどい問題の一つである.

このような状態に対して呉璽は鉱産資源の保護は

決して小鉱山に対する無理た要求ではないと主張し

鉱物資源の保護と開発の全局面を考えていれば鉱産資

源の利用水準を高めることができるという結論の根拠と

1987年7月号

して湖北省当陽県と四川省栄昌県の農民が炭丈O.2-

O.35mという非常に薄い炭層の採掘で長い間採掘実

収率90劣以上という成績を挙げていること山東省招遠

県全県下の村落経営の小型金鉱山での金選鉱実収率が

92,75房に達していることを挙げている.

確かに中国では農村の経済構造が大きく変化しつつ

ある.ますます多くの農民が鉱業開発に参加して民

営の小型鉱山が今後も増え続けるだろう.そうなると

すでに探査･把握済みの鉱産資源は大きく減少するかも

知れたい･中国の大地は広く鉱物資源は豊富であるが

人が探査して把握できる鉱量はいつも大きいとは限らな

い.彼が言うように民営の小型鉱山が採掘する浅部

賦存･近距離･高品位採掘容易という条件を備えた鉱

量には限りがあろう･彼が膨大た農民大衆の鉱産資源

保護問題の洞察を願い｢乱掘は豊かた鉱物資源を駄

目にし子孫末代まで禍根を残すことにたる｣と結んで

いることは本音であり鉱産資源法の第37条などにつた

がったものと思われる.

4)採鉱の指導と管理の欠如鉱山技術者養成の無視

乱掘による荒廃の事例

この項に当てはまる実例は非常に多い･その資料

をすべて引用するとすれば際限がたいだろう.

まずは鉱産物の豊富さを誇ってきた陳西省略陽県で

の出来事である･この地は秦嶺の南麓山地にある.

1983年秋のr開放･活化･管好｣政策の実施は次第

に採鉱を主た専業とする集団や村家を生みだすことに

たった.個人営業推奨の鉱山版である.しかし略陽

県では1985年の末頃から主に集団採鉱の鉱床切り羽

が次々と放棄されあるいは採鉱を中止Lその大部分

は鉱山の開発を引き続き進めていく気持ちを無くしてい�
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第4図中園自慢の彫刻や印鑑の材料一鶏血石.

断江省の唐山嶺一帯がその山地.辰砂がアルミナ珪

酸塩鉱物集合中に鉱染･濃集して美しい紅と半透

明の白とのファンタジｰを奏でている.この鶏血

石は高価なものであるだけに農民が拾い集めよう

と山に入るがしかL滅多に目には止らない.1

万tの鉱石を掘ったとしても品質の良い鶏血石の

塊を見つけることは容易なことではない.それで

も農民は山を歩く､不文律があってトラブルも

起こらない､(中国画報1982年7月号)

た.その実態の一例を示すとこうたる｡

たとえば同地の鉱山の中では突出して取り組んだ麻

柳鋪部落の採鉱集団の場合でも一つとして地質資料が

たく主鉱体の位置さえあやふやた状況の下で盲減法に

2万元を投資して一本の鉱山道路を整備L結果として

一つの小鉱体を採掘しただけだった･採鉱をやめて道

路整備への投資を回収しようにもその手段が全く無く

たってしまっていた.

このようた状況に接して直ちに略陽県科学委員会は

同県の重点鉱山地域と集団採鉱場に対する調査を行っ

た.調査の結果県下のすべての集団採鉱鉱山に主と

して次のようだ問題があることが明らかにたった.す

なわち

1一鉱産管理機構が無く大衆の採鉱が勝手気ままで

付和雷同し管理を指導する人もいないこと

2一大部分の大衆は採鉱の常識を全然持ち合わせてお

らず貧鉱を捨てて富鉱だけを採掘し鉱産資源を破壊

していること

3一大衆はいずれも露頭を採掘して被覆層が厚い場

合は鉱山の周縁を部分的に採掘し深部の鉱石を採掘す

る方法を知らたいために鉱山が破滅させられているこ

とといった問題である.

略陽県科学委員会は調査後に勝手気儘な採鉱形式を

必ず厳重に正して鉱物資源を保護し専業集団によって

しっかりと採鉱しなげれぼならたいという方針を決め

た.そして露天掘りによる地表の露頭の採掘から坑

道採掘に切り換え先に堅入坑を掘り後で鑓押しする

ようにしなげれぼたらないし学習班を組織して地質

･採鉱技術者を養成し大衆の採鉱を指導したければた

らないという方針も定め実行に移った･

略陽県科学委員会は麻柳鋪部落の採鉱集団が可採鉱

体を持っていたいという問題の解決に取り掛かり専門

技師が責任をもってまず地質資料を収集し現地調査

を行ったのち白果樹1号鉱体に対して標高200mの地

点に坑口を設定し延長25mの堅入れ坑道掘進案を立て

た.そし､て6月初旬に掘進を開始L坑口から15m

の地点で一つの鉱体に岩脈しさらに20mの地点で主鉱

体に岩脈Lたのである･現在すでに120t以上の鉱

石が採掘され年末にはそれが合計700tに達するはず

である.このようにして1鉱区の正常た採鉱が保証さ

れ採鉱専業集団を強固たものにし彼等に初歩的次坑

道採掘の利点を会得さ昔たのである(中国地質報1986.

8.11の田文和の記事から).

次の事例は騒擾じみた性格が加わっているかもしれ

たい.その内容は次の通りである.

江西省会昌県の半径タングステン鉱山は1984年末に

現地の大衆が発見した一つの新鉱区である･1985年の

初めに人々が陸続と山に登って採掘を開始し4月には

この鉱山で採掘に従事する大衆の数は5,000人に増え

1km2前後の地積内に300近くの坑口が開かれた.そ

れは｢勝手放題に所を占め勝手放題に発破を掛け勝

手放題に坑口を開き勝手放題にタングステン砂鉱を掘

る｣状態を生み人々の間の紛争が一日中絶えまなく

人身事故も発生し何人かの投機分子が機に乗じて鉱山

に乗りこみタングステン砂を不当に買い込んで私腹を

肥やした｡

この際限のたい混乱状態に対レて中国共産党会昌県

委員会会昌県政府公安･税務･銀行･工業･商業だ

との部門と鉱山所在地である小密郷の責任者はこの鉱

山に入って調査･研究し協力してこの鉱山の管理方法

を協議して“鉱山管理服務規則"を定め国家の鉱産

資源を保護する観点に立って“大衆鉱区"を画定L鉱

区･開発規定を制定した.これらの規則･規定は

1一この山で採鉱する者は必ず所定の手続きをとり

その後でたけれぼ採鉱することができないこと

2一郷人民政府が坑道の管理を強化し各坑道の採鉱

地質ニュｰス395号�
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者は必ず採鉱許可証の交付を受け定域だけを採掘し

これらに違反すれば採鉱資格が取り消されること

3一発破の器材は一律にr服務所｣が管理じいかた

る機関いかたる個人も火薬類を携行して鉱山に入って

はたらず発破担当者は教育･訓練を受け公安機関が

認可した証明書を必要とし全鉱区統一した一定時刻に

発破を行うこと

4一個人のタングステン砂の買入れは厳重に禁止され

採取したタングステン砂は一律に鉱産公司が買上げるこ

と

をと言うものである.このような措置が取られてから

乱れに一乱れていた局面は急速に治まり整然とした秩

序のある新しい状態が出現した(中国地質報1986.1.27

の李徳鐙の記事から).

ひどい話である.何故このようたことが起こったの

かそれは後でまとめて述べる.

乱掘を主題にした場合もっとも悲劇的な事例は陳西

省の察凹アンチモン鉱山であろう･その事例はすでに

本誌第390号に掲載済みたのでここでは割愛する｡

5)農民への教育･指導の不足鉱山管理の欠如乱

掘対策の遅滞国営鉱山の生産妨害の事例

これは世界に知られたタングステン鉱山一西華山鉱

山で起きた事例である｡周恩中は次のように報告し

ている(中国地質報1986.9.15から要約).

数年前に私(周恩中)は大会県県内の個人･集団によ

る採鉱状況の調査に加わり幾つか注意すべき問題があ

ることその中でも西華山タングステン鉱山の現状が憂

慮すべきものであることを知った.同鉱山では1984

年とくに1985年以来省外県外および鉱区付近の

4,000-5,000人にのぼる個人採鉱者が鉱区内に入り込ん

で採掘し昨年の冬以降その状況は目を追って酷ぐた

り群衆の採掘が地表部から坑道に掘り下げて行われる

ようにたり個人の盗掘から集団的な鉱石の略奪という

形をとるようになった･そして当該鉱区の東･西･

北の三辺は集団と個人の採鉱者に占拠･包囲されるにい

たり山の斜面や谷間には臨時の飯場や工具置場が林立

し坑道内には採鉱者がきままに行き来し破壊された

同鉱山の採掘坑道や坑外施設がいたる所に放置され運

搬坑道も多くが破壊･閉塞されオアビ:■は爆破され

電線は切断されていた.さらに漂砂採掘場に忍びこ

みタソクステ:■砂を盗む事件も跡を絶たず鉱山の幹

部のエネルギｰは保安･保坑に注がざるをえず西華山

タングステン鉱山の正常な生産秩序と安全は重大た影響

を受けるにいたっていた.このような状況は程度は

1987年7月号

様々であるが漂塘下竜蕩坪の両タングステン鉱山で

も起こっていた……｡我々はこの種の状況に対して

鉱業法を整え鉱山の管理を確立するほかに以下3点の

工作も上手に行う必要があるという結論を出した.

1一施行の間近い｢鉱産資源法｣の学習の普及:事

実としっかり結び付け法に従って仕事をすることを正

確に理解するまで学習を進める･開放･活化は放任に

任すことではたい.良く管理することの基本的な指標

は一に統制二に規定地の採掘三に実際に卸して利益

を上げることである.

2一鉱種を合理的に区分し鉱区境界を画定し紛争

を納得によって解決することは当面の急務である.

各地での経験にもとづいて現地の人民政府の出馬鉱

山主管機関の精一杯の協力があれば直面している問題

を解決することは困難ではたい.

3一即刻権威ある工作班を組織して現地に派遣し

調査研究した事を基礎に無認可採鉱している採鉱者を

整理し大衆集団や個人の生産秩序を正し採鉱許可証

の発行事業を行い国営鉱山の合法的た権益が犯された

いよう保護すれば村落･集団･個人の採鉱事業の健全

た発展を促進することは可能である.

ついでに気にたるその後の西華山鉱山の経過に触れ

てみよう.

1986年11月3目付けの中国地質報が報ずるところによ

ると最近江西省政府総務庁は同省の経済委員会地

質鉱産局公安庁華興タングステン鉱業公司鞍州行

政署大会県政府と関係村人民政府と会合し大会で現

地対策会議を召集して各方面の報告を聞き実地に現場

を視察し討論と協議を繰返したのち西華山タングス

テン鉱山の正常な生産秩序を回復させるための6項目の

措置を共同して打ち出した.現在その措置が鉱区で

実施されておりすでに一部採鉱者は現地を離れて下山

し状況は好転しつつあるとのことである･

たおその6項目の応急措置の主た内容を参考までに

述べてみると次のようにまとめることができよう･

1一いかたる村落･集団･個人も鉱山の鉱区に入って

タングステン鉱を採掘･選鉱することを得ずまた坑内

に入ってタングステン鉱を盗んではたらない.

2一全く採鉱許可証のたいものあるいは採鉱許可証

があっても作業区が規定外のものさらに西華山鉱山の

坑井の安全に直接脅威を与える区域で採鉱する採鉱者は

まず一律にすべて下山しそれからキチンと採鉱区域の

再分配を受ける.

3一大会県人民政府と西華山タングステン鉱山は採鉱

者の整頓･整理が一段落した後に共同して具体的措置

を討議･決定し整理された採鉱者がふたたび山に上が�
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第5図甘粛省天水県太東村の段々畑.r耕やして

天に到る｣の中国版である.日照りが続くと打撃

が大きい.絶えず農民は農産物以外の収入を追い求

めている.(中国画報1965年4月号)

ってくるのを防止しなくてはたらたい,

4一現時点から鉱山付近の村落や鉱山カミ所有する採

鉱許可証は再発行できたい.

5一面華山タングソテン鉱山の鉱区境界は“鉱産資源

法"の規定に照らして江西省鉱産資源管理委員会が緊

急に画定する.

6一タングステン砂の買上の問題は江西省鉱産資源管

理委員会だと3機関合同で通達する関係規定にしたがっ

て処理し国営鉱山が鉱区範囲外の鉱産物を買上げるこ

とは許されず同時に如何たる機関および個人も国営鉱

区内での採掘･開発およびその鉱産物の買入れは許され

たい.

苦悩の月目を経ての解決の兆し同慶の至りである･

軍隊も警察も表に立たず教育と説得に力を注いだ様子

に感慨が湧く･この事件は発生が鉱産資源法公布の

数年前のこと.おそらく鉱産資源法制定への一つの引

き金にだっただろう.r禍い変じて福と為す｣という

ことわざもあろうというものだ.

次にこの項に係わる広東省での事例の総括的た報告

(中国地質報1986.1α3葉国志)を要約して紹介する.

ここに出てくる中国の農民の直裁と言ってよいのか

乱暴と言ってよいのかたくまLいと言うべきか向う

見ずと言うべきかその行動は無茶苦茶と映る.農民

側の話を聞いてみたい気がする.

さて広東省人民政府の企業活力増強のための監査総

合第一班の調査によると音名関市一梅県地区のいくつか

の国営鉱山は農民の採掘による妨害を受け正常た生産

と生活の秩序を維持する術がたく関係部門が迅速に鉱

山の秩序の回復に乗り出すよう強く要望している.現

在これらの国営鉱山が農民によって受けている妨害に

は5種の現れ方がある･その一は鉱石の盗掘であ

る･農民が鉱区に入って乱掘し出たらめに発破をか

げるといった形である･たとえば石人嘩タングス

テン鉱山では1985年5月には鉱石を盗掘する農民が

2,000人を越えた.彼等は無断で鉱区に入って乱掘し

立坑や水平坑道の傍や上で穴をくっては発破をかけ通

風坑を邪魔にして赤土で閉じてしまった･さらに酷い

者は公然と鉱山のタングステン精鉱の貯鉱を盗み出し

た･また大宝山鉱山付近の農民は一号鉱体に侵入し

すでに剥土してあった採掘区域内で｢採鉱｣を強行して

いる.

その二は電力の争奪である･電力を浪費し長期

にわたって電力料を私わたいというものである.大宝

山鉱山近くの東山郷に20-30戸の農家からたる部落があ

りその部落は毎月1万kW近い電力を消費している･

その中の何軒かはたとえぼ豚の飼料を煮るのに大量の

電気を消費している.そのようにして農民は大宝山

鉱山の電力費を246万元にもしてしまった･南嶺炭田

の関漢炭鉱の場合1985年の農村向げ送電量が485万kW

そして炭鉱の電力費の負担は53.3万元すなわち同炭鉱

の同年の石炭売上高の13老を占め鉱夫一人当りの平均

負担額は512元であった.

その三は水源の争奪である.農民が勝手に水道管

を壊して取水したため企業が生産停止と生活困難に追

いこまれるというものである.四壁噂鉱山では同鉱務

局が80万元を投資して延長6,700mの水道管一条を設置

したが数年で農民が所々に穴をあげてんでに水を引

く始末とたりついには昨年水道管幹線が鋸で切りとら

れ水が日照り対策に使われてしまった･また大宝山

鉱山付近の農民は何かの理由をつけて生活用水設備を破

壊し昨年と一昨年だけでも4回合計320時間の断水

をもたらし生産用水施設の破壊によって合計120時間

の生産停止を招いた.

その四は公共物の強奪である.石人障タソクステ
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ソ鉱山では1985年6月8目に80名ほどの農民が梅坑鉱

区の854中段と824中段にただれ込み電車用のレｰルを

取り外し敷設してあった電線を2,000mにわたって壊

し884中段の信号室を焼き払い鉱山鉄道の架橋の電

線ケｰブル75mを盗んだ.前述の関漢炭鉱では最近

水道管や揚水ポンプ食堂の物資が7回にわたって破壊

あるいは盗難に合い建築工具や建築材料が11回も盗ま

れた.

その五は雑多た名目の際隈の削･寄附の強制であ

る.農村支援の名目で鉱山に対して鋼材セメント

自動車製氷機を要求するたどの現象であるが総じて

環境汚染被害を理由にした企業に対する“賠償金の請

求"や“支援"･“寄贈"の名目による強制が多い.

関漢炭鉱では変圧器が24台各種のタイフの揚水ポン

プが65台精米機･粉砕機が63セット村落経営炭鉱と

小規模炭坑の設備84セットが“農村支援"に用いられ

た･その他関漢郷の人民武装部長個人が製氷機2台

を要求したこともある･曲仁炭鉱は昨年県の学校修

理費としてユ万元の寄附を強制され今年は烏石沖部落

のダムの建設に5,000元を提供させられた.梅田炭鉱

は農村支援に鋼材セメント自動車だとの各種の物資

を寄贈したがその額は1年で100万元に達した.こ

れでは鉱山側はたまったものではたいだろう.

まず緊急の対策として監査班は如何たる機関如

何たる個人も非合法に国営鉱山に侵入しその鉱産資源

を盗掘･乱鋸することを厳重に禁止する旨省の人民政

府が通達を出すよう提起した･そして基本的た対策と

して長期にわたって活用されていたい鉱区周縁の鉱体

や残鉱に対して主管部門が画定した一定の範囲に限っ

て採鉱許可証の交付を受ければ誰でも採掘できる一般

的た措置と同時に優遇政策の制定や鉱山企業と農村を

つなぐ経済的共同の道が検討され始めた.さらに鉱山

の成立に当っては地方の人民政府と公安･司法両部門

の構成員からなる治安監査班を組織し厳格に法を執行

することにたった.農村の電力と水の使用については

広東省人民政府が関係規定の精神に照らしそれぞれ関

係地域の人民政府の賛成を得た上で時限規則を定め対

処するとのことである.

6)鉱石の強奪鉱山施設の破壊暴力の行使の事例

第一の事例は中国地質報への投書(1986,5.30)が明

らかにしたものである.

事件は山東省折南鉱山の堆金山鉱区で起こった.

この鉱山は冶金工業部直営の国営鉱山である.最近

の一時期(と投書者は述べているが文面から憶測すると1985

年後半か)同鉱区では何人かの農民がいつも組織的に

1987年7月号

第6図奨金までつけた中国の産金奨励は

ますます徹底してきた.その状態は本文で

読取られるものと思う.河南省の文硲金山

は1982年から生産を始めた.写真は同金山

の鉱石運搬電気軌道である.石人噂タング

ステン鉱山(本文参照)で農民に取りはずさ

れたレｰルも切断された架線ケｰブルも写真

のものと同じようなものだったであろう.

(中国画報1986年3月号)

集団を作って鉱区;に押し入り高品位の鉱石を奪い取り

或る者たちは道路の両側で待ち伏せして鉱石運搬トラッ

クを襲い長柄の鈎でトラックの後からrかます入りの

鉱石｣を引っ張り落とし鉱区保安係員に殴り掛かり

気炎を上げて全然規則に従おうとしたかった･このぐ

るになった者たちの妨害と破壊によって貴重た金鉱資源

がひどい損失を受け鉱山の生産を正常に行うことがで

きなかったとのことである.

季衛国と名乗るこの投書者は1986年3月の第6回全

国人民代表大会常務委員会が正式に“鉱産資源法"を通

過させたことを非常に喜び全国の人民がこれを真剣に

学習すれぼこのぐるにたった者たちの行為が人々をさ

らに憤慨させるに違いたいと欠きた期待を表明してい

る｡そして関係部門が農民に対する法律教育を強化

すること果断た措置を構じてこのような違法行為

規律を乱す行為を迅速に止めさせる事を願うと結んで�
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いる.

次に紹介するのは鉱山開発にまつわる一つの刑事事

件である(中国地質報1986.4.7の馬駿の記掛から)･鉱産

資源法が刑法による処罰を明記しているのは決して理

由のたいことではないという事例と受け取っていただけ

れぱ紹介の目的は達せられる.

3月30目午前河南省霊宝県の陽坪郷で一つの集会が

開かれた.それは判決宣言大衆集会であった､主

催したのは河南省霊宝県人民政府である.犯人は

1985年9月3日河南省地質調査第一大隊第八分隊の金

鉱石を暴力を振って強奪した.主犯の劉雲沢と王鎖超で

ある･霊宝県裁判所は二人の被告をそれぞれ8年と

7年の有期刑に処した.

劉雲沢と手鎖超はもともと霊宝県抜頭郷採鉱隊の責

任者で彼等は河南省地質調査第一大隊第八分隊が探査

の過程で回収した金鉱石を奪い取りためらいもたく不

法た手段で鉱石を掘り昨年9月3目には得物を手に試

錐労働者に襲いかかり地質調査員に酷い怪我をさせ

金鉱床探査の正常た進行を妨害した事件の主犯である.

彼等は国家に大きな経済的損失を与えた(その額は20万

元)としてその罪状はさらに重くたった.その正式

た裁判は河南省霊宝県人民検察院による訴状の提出に始

まり受理した県裁判所は3月18目から20目まで裁判を

行い被告の劉雲沢と王鎖超の集団暴力･略奪事案とし

て審理したものである1

この事件の底に開放･活化･管好政策が流れていると

すれぼ事件の発生の際劉雲沢と王鎖超だとの集団が

どんな構成であったかは簡単に推定できるしどんたこ

とを叫んでいたか聞こえてくる.

7)闇取引き汚職詐欺の事例

これは鉱産物のとくにひどい闇取引きの事例であ

る.革質大隊の幹部が主犯に名を連ねているのだから

情けたい｡事の次第はおおむね次のようたものであ

る.

雲南省地質鉱産局第4地質大隊は錫鉱を主た対象とす

る地質陣の一支隊で担当調査地域の鉱産資源は豊かで

ある.1983年来“開放活化"政策の具体化の一つ

として国営町村集団個人が経営する鉱山が蓬涛

として興り発展してきた中で事実上鉱産物の価格

に地域差が生まれさらに闇の仲買人も現れた･第4

地質大隊の2･3の幹部と労働者はそこに目を付け鉱

山内の蛍働者を誘惑しひそかに結託して精鉱の品位を

下げ価格を安くするたどの手段を講じあるいは選鉱

員や個人の椀掛け採鉱者から少しづつ砂錫を買い昆明

や広州などに赴き闇で高く売ることによって暴利をむ

さぼった･この行為はもちろん第4地質大隊の正常

た生産と経営活動を阻害したし国家経済にも損失を与

えたわけである.

1985年この第4地質大隊の公安委員と規律委員は

現地の関係部門の援助を得て大量の証拠を集めその証

拠と内債･調査の結果によって不法に売った砂錫が

32,160kg不法た経理が21万元不法所得が合わせ

て85,000元第4地質大隊の直接の経済的損失が52,000

元であることをつきとめた｡三人の主犯成新国林

金神厳爾輝は合計75,000元の不法収入を手にしていた

(成新国が60,000元林金神が9,000元厳爾輝が6,OOO元).

取調べを受けたこの事件の三人の首謀者と加担者25人は

5名の現地農民を除くといずれも第4地質大隊内部の

労働者でその中に分隊長以上の幹部が4人含まれてい

た｡取調べで罪状が明白にたった者に対し第4地質

大隊の公安･規律委員会は罪状に応じた規律上の処分

と批判･教育を行い工業･商業機関検察機関第4

第7図中国科学院青海･チベット高原(青蔵高原)総合科

学調査隊の地熱班が横断山脈北部の甘孜･理塘･巴塘一帯で

地熱活動帯を発見Lた.写真はその中の代表的な熱泉の一

つ茶洛噴泉.この調査の直後から鉱1⊥1開発をめぐる不正

常な現象が起り始めたのであるが青蔵高原は比較的安定し

ていたようである.(中国画報1983年8月号)

地質ニュｰス395号�
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地質大隊が共同して賠償金全額と罰金4万元を受けとっ

た.

第4地質大隊は事件の取調べと処理に当って犯罪

分子に打撃を与え労働者を教育すると同時に砂錫の

管理を強化するための規則を制定し大隊分隊から班

にいたるまでの採掘ピットやトレンチなどから掘出され

た砂錫の回収保管運搬から販売にいたるまでの各節

々に効果的と思われる管理制度を確立した｡そのこと

によって砂錫を闇取引するという違法た経営活動はそ

れ以降にはほとんど無ぐたり第4地質大隊内の砂錫の

採取量と販売量が大々的に増加し1986年の砂錫収入は

20万元に達しそうである(中国地質報1987.1.16の侯慶銘

王先之の言己事から).

次は一種の詐欺行為未遂の事例である.題して｢鉱

石の買上には必ずチェックを｣である｡

今年3月安徽省令山県の2人の個人採鉱者が同省の

地質大隊化学実験室を訪れ分析担当者に蛍石の弗化カ

ルシウムの含有率を｢目のど｣で出し公文書としての

蛍石の化学分析報告を一部発行してくれるよう依頼し

規定の化学分析費を払おうとした･当然分析担当者

はこれを拒否した.また同省の全被県の一集団採鉱

企業の責任者は同じく化学実験室に来て彼等が採掘し

ている重晶石の硫酸バリウム含有率を10房ほど高くして

くれるよう要求した･分析担当者はそれに対しr我

々の化学分析値は国家標準の要求に合致するもので誤

差は1房を越えたい｣と答えている･中国地質報

第9図山東省招遠県の招遠金山に付属する金銀分析

室.このようた化学分析室の分析担当者にインチキ

な分析報告を書くよう迫った個人や集団の採鉱者がい

たわげである.(中国画報1986年3月号)

1987年4月号

第8図1983年11月山東省蒙蔭ダイヤモンド鉱

山から産出した重さ119.O1カラットのダイヤモ

ンド.r蒙山一号金剛石｣と名付けられた.これ

は中国で発見されたダイヤモンドの中では4番

目に大きいものである.ダイヤモンド鉱山はす

べて高位の国営であり管理は生半可なものでは

ない.そのためか開発に伴う騒動は起こらなか

った模様である.(中国画報1984年4月号)

(1986.7.4)にこの記事を寄せた曹開林は大いに憤慨し

r嘘を弄しインチキをやり国家の事業に損害を与える

ことを我次は絶対に許さたい｣と書いている.そ

して彼はr関係部門によれば上述に類する状況は幾

つかの地域で時々発見されることがあるとのことであ

る･鉱石の化学分析部門は取引に対して厳格に対応

する必要があり鉱石買上部門は必ず抜き取り検査を行

う必要があり自分の利だけを追うと虚言を弄しイ

ンチキをやろうとする老に乗ずる隙を与えることにな

る｣としめくくっている.

日本でも鉱山が盛んであったその昔鉱石を売る側

の有用元素分析値よりも買う側の分析値がかなり低いと

いう話は先輩からよく聞かされたものである.鉱石

の価格は一般的には有用元素の含有率あるいは有用

鉱物の含有率と有害元素ないし有害鉱物の含有率で決ま

る､だから鉱石の買い手はたるべく安く買おうとし

て有用元素の品位を低く出そうとし逆に売り手は高

く出そうとするというわけである･今では機器分

析が発達し無形文化財ともいうべき湿式分析の名人を�
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第10図中国での石油や地熱資源の探査と開発は巨額の資金

を要するからすべて国家の事業である.雲南省の手八井

の地熱開発は今盛んにたりつつある横向連合の先駆的事例

と言えるだろう.(中国画報1965年10月号)

必要としたくなりつつあるチェックLやすいことたど

から売り手と買い手の間に昔ほどの分析値をめぐる矛

盾は無くたってきているかも知れない.

8)鉱山保安の手抜き注意義務の不履行鉱山事故

発生の事例

事故はどんた場合でも痛ましいものである｡鉱山

の事故はとくに痛ましい.しかも鉱山の事故は

鉱山自体のその後にも影響Lときには鉱物資源の開発

や鉱山経営に致命的た打撃を与える場合もある.

以下の事例は人身事故でありとくに連続して発生

したところに問題がある事例である･

雲南省地質鉱産局管下では6月21目に坑内で落盤

事故が起りそれによって1名が死亡1名が負傷し

た･次いで6月22日に八一○探査隊が車の衝突によっ

て死者3名負傷者2名を出すという重大な事故を起こ

したのに続いて6月23日には八一六探査隊が車の転覆

によって死者1名負傷者1名を出した.6月21日か

ら6月23目に至る3日間に雲南省地質鉱産局は三つの

重大な人身事故を連続発生させたのである.この事態

を憂慮した雲南省地質鉱産局の中国共産党党委員会は

6月24日緊急電報を発して雲南省地質鉱産局に所属

する機関がこの流血の教訓を吸収し直ちに局全体で五

つの点検(各段階の指導;部が安全生産に当るという責任を正し

く理解しているかどうかの点検安全に関する法規と揚足およ

び安全責任制を実行しているかどうかの点検車両･機械･坑

口貯水池･ボイラｰの危険箇所の点検車両走行速度オｰバｰ･

人貨物混載だとの違反行為の点検発生事故が厳しく処理され

ているかどうかの点検)を行うよう要求しさらに各機関

が直ちに雲南省地質鉱産局党委員会の通知を野外調査中

の地質隊と試錐班に伝え五つの点検を主た内容とする

安全生産の大規模た点検を直ぐ実施するよう要求した･

雲南省地質鉱産局は7月2目に緊急安全大会を開き

事実を正確に把握し三回の事故の悲痛た教訓を総括し

原因と責任を明らかにし厳粛に事実にもとづいた処理

を行い人と作業の安全を徹底し事故を根絶しそれ

によって地質調査と鉱床探査および諸作業の改善をスム

ｰスに進行させることを決定した(中国地質報1986.7.4

の王正端の記事から)､

この連続事故は欠きた反響を巻き起こしたようで中

国地質報(1986.7.4)はとくにその主張にこの事故の問

題を取上げ事故の原因を“思想の麻痒"と断じた｡

その主張は次のように書かれている.

r指導は安全工作を重視しなげれぼたらたい.｣雲南

省地質鉱産局は連続3回の重大た死傷事故を起こし一

つの警鐘が乱打された｡思想の麻痒が安全生産を無視

させたのだと､

今までに判明したところによると今年にたってから

雲南省地質鉱産局管下で発生した死亡事故は25件でそ

の中でもっとも突出Lているのは交通･運搬事故であ

る.発生した事故の原因は主として各段階の基本

組織の指導が安全対策にルｰズにたっていることにあり

或る組織は安全対策機構を整理統合して保安専門老を

削減しまた或る組織は生産を上げ経済効果･収益を

上げることだけに専念して安全の向上を無視しまた或

る組織は日曜勤務や残業を実施Lて労働老の休息に注意

していないなどたどである.そのようなことが広が

るに任せていたら事故はまた直く“起るだろう.思う

だげでぞっとする.

現在は正に地質事業にとって黄金の季節である･各

段階の指導部とくに基本組織の指導部が雲南省地質鉱

産局の教訓を吸収し生産が安全を必須とすることを真

剣に貫き通し安全を生産の方針としそれをすぐ行動

に表し安全生産の経験を総括･交流し取り得る全て

の安全措置を講じ固い決意と責任をもって事故の発生

を消滅し労働者の安全を保証L生産と改革を順調に

地質ニュｰス395号�



ある鉱業法

一37一

策11図四川省甘孜チベット族自治州の白玉県で砂金を掘

っていた農民が発見した現在のところ中国最大の砂

金.その重さは4.2kg長さは235mm幅は135m血

厚さは30mm｡しかしここでも騒動はあったようであ

る､(中国画報1985年11月号)

進めよう｣

連続3件半年で25件の事故とは確かに大間題である

がその原因の分析の中で指摘されている｢或る組織

は安全対策機構を整理統合して保安係を削減レ…･･｣

の3点は日本でも傾聴に値することであろう.

もっと事故件数の多い事例が他にある.新彊ウィｰ

グル族自治区の場合である.

確かに新彊地質鉱産局の管下で今年連続して多く

の重大事故が起きている.同局はすでに強力た措置を

構じ事故発生率を最大隈に引き下げようと努力してい

第12図甘粛省武川県の砂漠を農耕地に変えようと農民

が懸命に努力している光景.Lかし育つ穀類は種類が

限られ汗に見合う収穫は極めて困難である.背景の山

合に砂金などがあれば農民はそちらの方に走るだろう1

個人採掘のために痩せた土地を放置した事例は少次くた

い.(中国画報1965年10月号)

1987年7月号

るようである･しかし本年すでに54回の大小の事故

を起こし死傷者が58人直接の損失が5万元に達して

いることはまた事故発生率が昨年に比較して65%上昇

して死亡率が200房も高くだったことは責任者の反省

で済むようた現象ではあるまいが新彊地質鉱産局はウ

ルムチ在留機関の緊急安全会議を昨年の8月中旬に開い

ている･そこで事故の教訓が総括され具体的た措置

が決められた様子である.

不正常な現象の発生の原因

上述の諾々の不正常た現象がどうして出現Lたのか

一応ここで考察してみたい.標記の原因を云々するこ

とはこの小文が目的とすることにそぐわたいが事の

成行き土筆者の心境が触れたいで済ますわけにはいか

たいと揺れ動いた次第である.

不正常た現象を次から次に紹介したため読まれて

1985年前後の中国の鉱山事業はまるで異常だらけとい

う印象をもたれたかも知れたい｡上述のようだ不正常

た現象が1983年末から年を追って吹きでたという感じ

は確かであるがしかし正常に開発が進行している鉱山

の方がはるかに多いことも確かたのである･いずれ機

会を得てその正常た現象を紹介できれぼと思う.

さて本題に入る.

1949年の新中国建国以降いつも上述のようだ鉱山の

乱掘･騒擾･鉱区争い･闇取引･暴力沙汰だとが起って

いたという記録も証拠もたい.筆者は1955年以来中

国と香港で出版された雑誌を通して中国の様子を見守っ

てきたがいわゆるr文化大革命｣の時期を除くと鉱

山開発に係わる全国的範囲の異常た事態はまず起こって

いたかった･上述の不正常な状況が生まれたのは西

華山タングステン鉱山や石人嘩タングステン鉱山関漢

炭鉱の事例にあるように1983年の秋頃からである.

上記の異常た現象が現れ始めた時期これが標記の原因

を解く鍵と思われる.

1983年の秋に何があったのかP全国的た範囲の何�
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が.上述の宣伝提綱も触れていたように筆者はそれ

を中国中央政府によるr開放･活化･管好｣政策の決

定だと思う.これはr町村･村落･集団･個人に鉱物

資源の開発を積極的に推奨･援助しそれによって鉱物

資源の生産量を急増させるがその生産をスムｰスに進

めるために管理を上手にやる｣という政策である･

鉱物資源の開発を国営一本で行うのではたく民間にも

許すという政策は一つには小型の鉱床を国営で開発

すると小回りがきかたいだけに投資効果が小さくたり

第14図寧夏回族自治区北部の牧畜区で地下水の

探査に余念がたい試錐技師.水は家畜の命であ

る.この写真が撮影された当時この地は平穏た

ものだった.時と所は異なるが河南省霊宝県

で劉雲沢らに襲われた試錐労働者も写真の技師

のように働いていたに違いない.

(中国画報1965年2月号)

第13図雷州半島の湛江市にある南中国石油基地の

住宅群.これは油田の場合だが山地の貧困地域で

このように立派な住宅を連ねたら住民の中には鼻

白むだけでは治まら次い人が現れそうである.

(中国画報1982年9月号)

すぎること二つには鉱物資源が豊かた地域は山地の

場合が多く地域住民の現金収入源が一般に少ない地域

でありもし鉱物資源の採掘を許してその産晶を買上げ

れば新たた収入源を提供して貧困の救済もでき地方経

済を潤すこともでき小鉱床の開発もできるし生産量

の増加が国の工業化や外貨獲得にも役立つこと三つに

は地域住民の鉱物資源に対する関心が高まり西部の

空白地域を含めて新鉱床の探査が全国的に広がること

四つには農村の余剰労働力が動員できるだげでたく

都市失業老への波及効果があることたどを期待しての

ことであったと思われる.

そのねらいは基本的には当ったようである.

たとえぽすでに1,400を越える県に13万の村落･集団

･個人の鉱山があり統計によると1984年にこれらの

鉱山が採鉱した鉱種は50種を越え全国の主た鉱産物の

総生産量の中で村落･集団･個人の鉱山が生産した石

炭は全国総生産量の1/4金たど8種の有色金属は1/5強

硫化鉄鉱は1/2マソガソは2/3建材は8/10前後を占め

ている.

さらに村落･集団･個人の採掘する鉱山が増え続け

広がり続げて地方経済を向上させ農民の収入を増やし

ている実態は山東省陳西省湖北省湘江省福建

省の統計で読取ることができる･それによると村落

･集団･個人の鉱山による鉱産物の総価格は合計25億元

で当該5省の鉱業総生産額の32.7劣を占めている･

陳西省山陽県と山西省黎城県の村落･集団･個人の鉱山

の総生産額はすでに両県とも工業総生産額の28%以上に

達し貧困な山地の県を一挙に豊かた県に変えつつあり

借用米を返し省からの財政援助を必要としたくたりつ

つある･山東省招遠県の呂各庄の農民は金の採掘に

よって一人平均の年収入が過去の百元足らずから八百五

十元に増えた･広西壮族自治区の羅城ラオ族自治県の

村落･集団･個人の鉱山の発展は採鉱に従事する農民

地質ニュｰス395号�
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策15図貴州省鎮寧ブイ族ミャオ族自治県の黄果樹の白水河下流8

k皿のところにある奇妙な天星橋の滝.水流が石灰岩に沿っ

て広がり漏斗状に落ち込む.まさに自然の妙である.中国では

これを景勝として付近の石灰岩の採掘を禁止するとともに地質に

係わる景勝の地の地質学的た研究分野を観光地質学と呼び地質鉱

産部がその分野を担当している.地域住民の中には観光資源を

無視する者もいるので観光地質学の研究はたかなかの専らしい､

(中国画報1986年3月号)

の一人当たりの平均年収を千元に高めている.

まだ不完全ではあるが1985年の統計によると全国

の集団･個人の採鉱従事者はすでに500万人以上に達し

ているのである.

しかしである･これほど民営の鉱山が増えてくると

管理の負担も増えてきて保安や秩序維持に目が届かた

くたってきた･農民は生活が豊かにたることを望んで

或いは豊かになった隣人に刺激されて政府の推奨を背

景に採鉱し実際に豊かにたりもう一段豊かにたろう

と血道をあげるようにたった･そして自分達が生ま

れた大地の育った山川に存在する収入の源鉱物資源

はすべて自分達のものと思い込んでしまった.｢鉱産

資源は国家の所有に属する｣という中華人民共和国憲法

の重要た条項を大方はおそらく本当に知らないで

一生を生まれた土地だけで遇しはるか北京はおろか

隣りの省に行ったこともたく自分が住む省の省都さえ

足を踏み入れたことがたい人も多い地方のことである.

このように思い込んだり知らたいのも不思議た事で

はあるまい｡そこに大きな国営鉱山ができ自分達が

掘るよりも大量の品位が高くてもっと金目にたる鉱石

が掘りだされその鉱山労働者が自分たちよりも設備の

よい住宅高い収入便利な機械に恵まれて働らいてい

るとたるとそして｢開放･活化･管好｣政策が出され

たとたるとrその鉱石は俺たちのものだ｣と言いたくた

る者も出ようしそう信じる者も現れよう.かくして

今まで述べできたようだ事件が起きだと筆者は考える

ものである.

つめて言えばr開放｣が優先しr管好｣が後回しに

された結果が一連の事件を生みその土台には一部の地

域の農民の貧しさそして一部の農民の採鉱による中

国の水準での急激た富裕化があるということである.

1987年7月号

とはいえ鉱物資源が眠る貧困た地域(総じて山地)で

あれば何処でも鉱山に係わる事件が起こったかと言え

ぱそうではたい.次のようだ事例が多いのである.

陳西省の魯県に人家100余戸ばかりの西河村があり

一つの小型金鉱山を採掘･経営し昨年11月9日に試験

生産に入った･その年間生産量は80万元前後に達す

るものと思われる.

この村は西安の西南秦嶺の北麓に位置し耕地が

少なくて貧しく600人ばかりの住民は長らく貧困た生

活を続けてきた･1983年院西省地質鉱産局の地質第

八隊がこの村の近くの一小型金鉱山を探査しこの村に

提供した･村はその鉱山の開発を決定し地質第八隊

は喜んでこれを支持し調査と探査の成果と資料を割安

で譲渡し長期に渡る技術指導を保証し鉱山開発と経

営に直く必要となる補助的た設備と材料の確保に協力し

た･陳西省の黄金公司は彼等に25万元の無利息貸出

を行いこれらの援助によって村の農民たちは選鉱処理

量25-30t/目年産27kgの金鉱山を開いた.この鉱

山は銅鉱を副産する.その売上も含めて年間利潤は30

万元に達し2年で投資が回収できると見積られてい

る.現在では西河村の男女全労働力が有効に生かされ

るようにたった.鉱山労働に従事している侯玉喜の話

によると彼の家族のうち3人がこの鉱山で働き年収が

2,000元を越えそうとのことである.｢何年かたてば

私らの村はどの家も皆万元戸なるだろう｣と彼は語っ

た(中国地質報1986.2.21の張志良黄根山の記事から).

このたびの中華人民共和国鉱産資源法の施行によって

貴重な限りある鉱物資源が無駄たく開発され地球に

住む人類の生命の保護と生活の向上に役立てられること

を願いだから鉱産資源法の背景などの説明と付言を終

える.�
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中華人民共和国鉱産資源法

第1章総則

第1条鉱業を発展させ鉱産資源の探査･開発刊弔･保護

事業を強め社会主義的近代化建設の当面および将来の需要を

保証するため中華人民共和国憲法にもとづいてとくに本法

を制定する.

第2条中華人民共和国の領域および管轄海域における鉱産

資源の探査･開発に当っては本法を遵守しなくてはたらた

し･.

第3条.鉱産資源は国家の所有に属し地表あるいは地下の

鉱産資源の国家所有権はその場所に係わりたくそれが依存

する土地の所有権あるいは使用権が所属を異にしていても不変

である､

国家は鉱産資源の合理的な開発･利用を保障する.い

かたる組織あるいは個人が何らかの手段を用いて鉱産資源を横

領あるいは破壊することは禁止される.各級の人民政肘は

鉱産資源の保護事業を強めたくてはならない.

鉱産資源を探査するには必ず法にもとづいて登記しなく

てはならない.鉱産資源を採掘するには必ず法にしたがっ

て採鉱権を申請･取得したくてはたらたい.国家は合法的

な探鉱権と採鉱権が侵されないよう保護し採掘鉱区と探査鉱

区の生産秩序作業秩序が影響と破壊を受けないよう保障す

る.

採鉱権は売買貸与することができず抵当にすること

ができない.

第4条国営鉱山企業は鉱産資源の採掘の主体である.

国家は国営鉱山企業の基礎固めと発展を保障する.

国家は村落･集団の鉱山企業の発展を励まし指導し援

助する.

国家は行政を通じ法にしたがって個人の採鉱を管理指

導援助監督する.

第5条国家は鉱産資源に対して有償採鉱を実施する.

鉱産資源の採掘に当っては国家の関係規定に照らして必ず

資源税と資源補償費を納入しなくてはならない.

第6条国家は鉱産資源の探査開発に当っては計画の

統一合理的な配置総合的た探査合理的な採鉱総合的た

利用の方針を実行する.

第7条国家は鉱産資源の探査･開発の科学技術研究を奨

励し先進技術を広め鉱産資源の探査･開発の科学技術水準

を向上させる､

第8条鉱産資源の探査･開発･保護および科学技術研究の

進行などの面で功績が顕著な機関･集団と個人に対しては各

級の人民政府が報奨を与える.

第9条国務院の地質鉱産主管部門は全国の鉱産資源の探

査採掘の監督･管理業務を主管する.国務院の関係主管部

門は国務院地質鉱産主管部門が進める鉱産資源の探査･採掘

の監督･管理業務に協力･援助する.

省･自治区･直轄市の人民政府の地質鉱産主管部門はそ

れぞれの行政区域の鉱産資源の探査･採掘の監督･管理業務を

主管する､省･自治区･直轄市の人民政府の関係主管部門は

同じ級の地質鉱産主管部門が進める鉱産資源の探査･採掘の監

督･管理業務に協力･援助する.

第2章鉱産資源探査の登記と採掘の審査･決裁

第10条国家は鉱産資源の探査に対して統一した登記制度

を実施する.鉱産資源探査の登記業務は国務院の地質鉱産

主管部門が責任幸負い特定鉱種の鉱産資源探査の登記業務は

国務院が権限を与えた関係主管都門が責任を負う.鉱産資源

探査の登記の範囲と方法は国務院が定める.

第11条国務院の鉱産資源埋蔵量審査機構あるいは省･自治

区･直轄市の鉱産資源埋蔵量審査機構は鉱山の建設設計に使

用する探査報告を審査･決裁しさらに規定の期限内にその審

査報告を機関に屈げる責任を有する.探査報告が決裁を経た

げればこれを鉱山の建設設計の根拠とすることはできない.

第12条鉱産資源探査の成果の文書資料と各種鉱産資源の埋

蔵量の統計資料は統一的管理制度を実施し国務院の規定に

照らして取りまとめあるいは必要事項を表記して上級機関に

報告する.

第13条開設する国営鉱山企業は国務院国務院の関係主

管部門省･自治区･直轄市の人民政府がそれぞれ審査･決裁一

する.

国務院と国務院関係主管部門が開設の決裁対象とする国営

鉱山企業は国務院地質鉱産主管部門によりその決裁前に採

掘･開発範囲総合利用案について再調査され署名して意見

が付され決裁後に決裁文書にもとづいて採鉱許可証が交付さ

れる.特定鉱種の採鉱許可証は国務院によって権限が賦与

された関係主管部門が発行･交付する.省･自治区･直轄市

の人民政府が開設を決裁する国営鉱山企業に対しては省･自

治区･直轄市の人民政府地質鉱産主管部門が決裁前にはその

開発･採鉱範囲総合利用案に対して再調査し署名して意見

を付し決裁後には決裁文書にもとづいて採鉱許可証を発行･

交付する.

第14条村落･集団が開設する鉱山企業の審査･決裁採鉱

許可証の発行･交付の方法個人が採鉱する場合の管理方法は

省･自治区･直轄市の人民代表人会常務委員会によって制定さ

れる.

第15条国家は国家が計画する鉱区国民経済上重要な価

値を有する鉱区および国が定めた保護採掘する特定鉱種に

対しては計画的に開発･採掘し国務院の関係主管部門の決

裁を経たければいかたる機関いかたる個人も開発･採掘す

ることができたい.

第16条国家が計画する鉱区の範囲国民経済上重要な価値

を有する鉱区の範囲および鉱山企業の鉱区の範囲は法によっ

て画定されたのちその画定された鉱区の地域を主管する機関

が関係県段階の人民政府に通知し関係県段階の人民政府が公

告する.

鉱山企業が鉱区の範囲を変更する場合は必ず原審議機関

に認可を申請するとともに採鉱許可証を発行した原機関に新

たた採鉱許可証の発行を申請したげれぼたらたい.

いかなる機関･集団あるいは個人もすでに他の機関･集

団･個人が採鉱権を取得している鉱山企業の鉱区の範囲内に入

り採鉱することはできない.

第17条国務院が権限を与えた関係主管部門の同意を経ない

で以下の地域の鉱産資源を採掘することはできたい.
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1.港飛行場軍事施設の圏内.

2､重要工業地区大型水利施設市町村の公共施設の

一定範囲内.

3.鉄道重要道路の両側の一定範囲内､

4.重要河川堤防の両側の一定範囲内.

5.国家が定めた自然保護区重要風致地区国家が

重点的に保護している移動できない歴史的文物および

名勝･旧跡の所在地､

6.国家が定めた鉱産資源を採掘できないその他の地

区.

第18条閉山に当っては必ず鉱山開坑報告および関係採掘

工程危険箇所土地の復旧利用環境保護の資料を提出し

国家の規定に照らした審査･認可を申請しなげればならたい.

第19条鉱産資源の探査･採掘時に重要た科学的･文化的価

値を有する地質現象および文化遺跡を発見Lた場合には必ず

それに保護を加え直ちに関係部門に報告したげればならな

い.

第3章鉱産資源の探査

第20条広域地質調査は国家の統一的計画にしたがって実

施される.広域地質調査の報告と図類は国家の揚足に照ら

して検収され関係部門の使用に供される.

第21条鉱産資源の調査では主要た鉱種の調査任務を完成

すると同時に調査区域内の共生あるいは随伴する鉱産資源を

含めてそれらの地質学的鉱床生成条件と鉱床の可採性の展望

について初歩的な総合評価を行わなくてはならたい.

第22条鉱床の探査では必ず鉱区内の稼行価値を有する

共生および随伴鉱産資源に対して総合的評価を行いその鉱量

を計算したげればならたい.総合評価が行われていない探査

報告は決裁されない.ただし国務院の計画部門が別途に

定めた探査事項はその限りでない.

第23条損壊しやすい特殊な非金属鉱産資源流体鉱産資源

易燃性･易燥性･易溶性鉱産資源と放射性元素を含んだ鉱産資

源の調査･探査は必ず省段階以上の人民政府の関係主管部

門が規定した調査方法･探査方法を採用し必要な技術装備と

安全措置を採用しなくてはならない､

第24条鉱産資源探査の基礎的地質記録と図類試錐コア

測定試料とその他の実物標本各種の探査指標物質は関係規

定にしたがって保護･保存Lなくてはならない.

第25条鉱床探査報告およびその他の価値ある探査資料は

国務院の規定にもとづいて有償使用とする.

第4章鉱産資源の採掘

第26条鉱山企業を設立するには審査機関によってその鉱

区の範囲鉱山の設計案あるいは採掘･開発案生産技術条件

安全措置環境保護措置などが法律と国家の関係観定に照らし

て審査されその審査に合格し決裁されなくてはたらたい.

第27条鉱産資源を開発･採掘するには必ず合理的な開

発･採掘順序採掘方法選鉱工程をとらねばならない.鉱

山企業の採鉱実収率ずり混入率選鉱実収率が設計の要求に

達したくてはならない.

第28条主要鉱産資源を採掘すると同時に工業上の価値を

有する共生および随伴鉱産資源も統一企画にしたがって総合的

に採掘し総合的に利用し浪費を防止しなくてはならない.
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一時的に総合的た採掘ができずあるいは必ずしも同時に出鉱

させることができずそのため総合利用できたい鉱産資源およ

び有用成分を含んだ尾鉱に対しては必ず効果的な保護措置が

講じられ損失･破壊が防止されなければならない.

第29条鉱産資源の開発･採掘においては必ず国家の労働

安全衛生規定が遵守され安全た生産を保障できる必要な条件

が具備されていなければならない.

第30条鉱産資源を開発･採掘するには環境保護に関する

法律･観定を遵守し環境汚染の防止に努めなくてはならな

い.

鉱産資源の開発･採掘は用地を節約しなければならな

い.耕地草原林地が採鉱によって破壊される場合は当

該鉱山企業がその土地に適したように耕地回復植樹牧草播

種あるいはその他の利用措置を構じなくてはならたい.

鉱産資源の採掘が第三者の生産生活に損失を与えた場合

は賠償の責任を負い必要な救済措置をとらねばならない.

第31条鉄道工場ダム送油管送電線および各種の大

型建造物あるいは複数の建築物を建設するに当ってはそれを

建設する機関は事前に必ず所在の省･自治区･直轄市の地

質鉱産主管部門に予定建設現場所在地区の鉱産資源の分布と採

掘状況に関連して了解を得たげれぼたらたい.国務院が権限

を与えた部門の決裁を経ないで重要た鉱床上に構造物を建設

することはできたい.

第32条国務院は国務院が指定する機関によって統一買鉱

される鉱産物を規定しその鉱産物はその他のいかたる機関･

集団あるいは個人も買鉱することはできたい.採鉱者は指定

されていたい機関･集団に売鉱してはたらない.

第33条国家が民族自治地域で鉱産資源を開発･採掘する場

合は民族自治地域の利益に照らして民族自治地域の経済建

設に有利にたるよう配慮し当該地域の少数民族大衆の生産と

生活を顧慮しなければならない.民族自治地域の自治機関は

法律･規定と国家の統一企画にもとづいて当該地域の開発可

能な鉱産資源に対する合理的な開発･利用を優先する.

第5章村落･集団の鉱山企業と個人の採鉱

第34条国家は村落･集団の鉱山企業と個人の採鉱に対し

て積極的た援助合理的な企画正確な指導管理の強化の

方針を実行し村落･集団の鉱山企業が国家の指定する範囲内

で行う鉱産資源の開発･採掘を励まし個人が分散･分布する

鉱産資源と一般に建築材料としてしか用いない砂･万･粘土

さらに生活のため私用に供する少量の鉱産物の採掘を許可す

る.

国家は村落･集団の鉱山企業と個人の採鉱が絶えず技術水

準資源利用率と経済効果･利益を高めるよう指導し･援助す

る.

地質鉱産主管部門地質事業機関および国営鉱山企業は

積極的支持･有償互恵の原則に従って村落･集団の鉱山企業

と個人の採鉱に地質資料と技術を提供しなくてはたらない.

第35条国務院と国務院の関係主管部門が開設を承認する鉱

山企業の鉱区範囲内にすでに在在している村落･集団の鉱山企

業は閉鎖するかあるいは指定されるその他の地点で採掘L

鉱山建設機関によって合理的た補償が与えられそれによって

大衆の生活の十分た安定が図られなくてはならない.当該鉱

山企業の統一企画に照らして考えられる限り共同経営を実施�
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することができる.

第36条国営鉱山企業の統一企画を念頭に国営鉱山企業の

上級主管部門の決裁を経れば村落･集団鉱山企業が当該国営

鉱山企業の鉱区範囲内の周縁に点在する鉱産資源を開発･採掘

することができる.ただし必ず規定に照らして申請し採

鉱許可証の交付を受けなくてはたらない.

第37条村落･集団鉱山企業と個人採鉱は技術水準を高め

鉱産資源の実収率を高めなければならたい.鉱産資源の乱掘

･破壊は禁止される.

村落･集団鉱山企業は必ず坑内の工程と坑外の工程の対

照図を作製しなければ在らたい.

第38条県段階以上の人民政府は村落･集団鉱山企業と個

人採鉱の技術の改善経営･管理の改善安全生産の強化を指

導L援助しなくてはならない.

第6章法律上の責任

第39条一本法の撹定に違反して採鉱許可証を取得Lたいで

勝手に採鉱し国家が企画する鉱区国民経済上重要な価値を

備乏た鉱区および他人の鉱区の範囲に進入して勝手に採鉱し

国家の規定によって保護採鉱する特定採種の資源を勝手に採掘

Lた老は採掘の中止損害の賠償採鋸された鉱産物と違法

所得の没収が命ぜられ処罰条項が適用される.採掘の中止

命令を拒否し鉱産資源を損壊した場合には“刑法"第156条の

規定に照らして直接責任がある老の刑事責任が追究される.

第40条承認された鉱区を越えた範囲を採鉱した場合は本

来の鉱区範囲に退いての採掘損害の賠償境界外での採掘

鉱産物と違法所得の没収が命苦られ処罰条項が適用される.

本来の鉱区範囲に退いての採掘を拒否し鉱産資源の損壊をも

たらした場合は採鉱許可証を取り消され“刑法"第156条

の規定に照らして直接責任老の刑事責任が追究される.

第41条鉱山企業と探査機関の鉱産物およびその他の財物を

窃盗強奪し採鉱施設探査施設を破壊L鉱区及び探査作

業区の生産秩序作業秩序を乱した者は“ヲ刑法"の関係規定に

照らして刑事責任を追究される､罪状が著しく軽微な場合は

“治安管理処罰条例"の関係規定に照らして処罰される.

第42条鉱産資源を売買賃貸しあるいはその他の形で譲

渡した場合はその違法所得が没収され罰金が課せられる.

採鉱権を売買し賃貸Lあるいは採鉱権を抵当とした場

合は違法所得が没収され罰金が課せられさらに採鉱許可

証が取り消される.

第43条本法の観定に違反して国家カミ統一的に買上げる鉱

産物を買上げあるいは販売した場合はその鉱産物と違法所

得が没収され罰金が課せられる.罪状が重い場合は“刑法"

第117条第118条の規定に照らして刑事責任が追究される.

第44条本法の規定に違反して破壊的な採掘方法を採用し

て鉱産資源を採掘L鉱産資源の重大な損壊を招いた場合は

損失の賠償の責を負い罰金が課せられる.罪状が重い場合

には採鉱許可証を取り消すことができる.

第45条本法の第39条第40条第42条に規定されている行

政処分は市･県の人民政府によって決定される.第43条に

規定されている行政処分は工商行政管理部門によって決定さ

れる.第44条に観定されている行政処分は省･自治区･直

轄市の人民政府地質鉱産主管部門によって決定される.国務

院および国務院の関係主管部門が開設を認可した鉱山企業に対

して採鉱許可証取り消しの罰則が適用された場合は省･自治

区直轄市の人民政府に報告決裁されなけれぼならたい.

第46条当該者が行政処分の決定に不服た場合には処分通

告を受け取ってから15日以内に提訴することができる.罰則

適用と違法所得没収の行政処分に対して期限までに提訴また

は履行したかった場合は処罰を決定した機関によって人民法

院に強制執行が申請される.

第47条鉱山企業問の鉱区範囲の争いは当事老間で協議し

解決する.協議が不成功の場合は関係する県段階以上の地

方人民政府が法によって定められた鉱区範囲にもとづいて処理

する.省･自治区･直轄市にまたがる鉱区範囲での争いは

関係する省･自治区･直轄市の人民政府が協議して解決Lそ

の協議が不成功の場合は国務院が処理する.

第7章付則

第48条本法の施行細則は国務院によって制定される.

第49条本法は1986年10月1日から施行される.

第50条本法の施行に至る問決裁手続きが未処理で鉱区

の範囲がまだ確定されず採鉱許可証がまだ取得できないで鉱

産資源を採鋸する問は本法の関係規定に照らして暫定処理手

続きを申請しなくてはならない.

付記:

刑法の関係条項

1.第39条第40条に関連がある刑法の条項.

第156条故意に公共および私有の財産･物件を損壊しそ

の罪状が重い場合は3年以下の有期懲役拘禁労働もしくは

罰金刑に処娃られる.

2.第41条に関連がある刑法の条項

第151条窃盗詐欺強奪した公共および私有の財産･物

件の数･金額が比較的大きい場合は5年以下の有期懲役拘

禁労働もしくは禁足監視に処せられる.

第156条故意に公共および私有の財産･物件を損壊Lそ

の罪状が比較的重い場合は3年以下の有期懲役拘禁労働もし

くは罰金刑に処せられる.

第158条なに人も何らかの手段を用いて社会秩序を乱すこ

とは禁止されるI社会秩序を乱した状況が厳しく労働

生産営業教育科学研究に無法状態をもたらし国家と社

会に重大な損失を与えるに至った場合はその首謀老に対し

5年以下の古期懲役拘禁労働禁足監視もしくは政治的権利

の剥脱に処せられる.

3.第43条に関連がある刑法の条項

第117条金融外国為替金銀工業･商業の管理法に違

反し投機･空取引を行いその罪状が重い場合は3年以下

の有期懲役もしくは拘禁労働に処しあわせて罰金刑もしくは

財産没収に処することができる.

第118条闇取引投機密輸を専業として巨大た数量･

金額の闇取引投機密輸をした集団の首謀考には3年以上

10年以下の有期懲役に処しあわせて財産没収に処することが

できる､
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